
第11回東京湾海洋環境シンポジウム 
「海辺の生物調査：データを環境再生に役立てよう！」 

 

日時：2020年2月25日（火）13：00〜17：30 

会場：東邦大学 理学部5号館（習志野キャンパス） 

 〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1 

 https://www.toho-u.ac.jp/accessmap/narashino_campus.html 
参加費：無料（事前登録なし、直接会場にお越しください） 
共催：東京湾海洋環境研究会、東邦大学理学部東京湾生態系研究センター 
後援：東京大学海洋アライアンス、東京湾再生官民連携フォーラム、東京湾をよくするため

に行動する会 

 
＜プログラム＞ 

13：00〜13：20 
風呂田 利夫（東邦大学 東京湾生態系研究センター、東京湾海洋環境研究会会長） 

開催の挨拶：生態系再生の基盤となる生物調査の重要性—東京湾の海辺で行われている生物調査の状況を

ふまえて— 

 

13：20〜13：40 
山田一之（フリーランサー）、茅根 創（東京大学 理学系研究科）、佐々木猛智・棚部一成

（東京大学 総合研究博物館）、野村英明（東京大学大気海洋研究所） 
東京湾の干潟における過去25年間の底生生態系の変化—東京大学理学部実習の結果から— 

（要旨） 茅根研では1995年より湾奥の東京都・葛西臨海公園と湾央東岸の千葉県・小櫃川河口干潟で講義の一環と

して学生実習を行ってきた。人工干潟と自然干潟の対比という構想だったが、25年にわたる観測からやや異なる様子が

見えてきた。 

 葛西では東なぎさの生物群集が多様性を増加しつつあるが、その前置斜面は還元環境を呈し生物群集は単純化してい

る。我々の観測結果から湾奥では、成層は夏季に限らないことと、潮下帯は生物生産に適さないことが示唆され、夏季

死圏型から恒久死圏型の環境へシフトしつつある疑いがもたれる。 

 小櫃川河口では一見、環境に変化はないが、生物群集は大きく変貌、移入種が跳梁跋扈し、在来種は影を潜めている。

ほぼ干潟中で観察されるようになったイボキサゴと、すっかり姿を消したバカガイがその顕著な例となる。 

 これら事象の根本的な要因として埋立てによる内湾流の喪失、それに伴う浮遊幼生の分散の阻害と水底質環境の変化、

さらにいくつかの外因によって現在の生物群集へ変遷したものと推察する。 

 

13：40〜14：00  柚原 剛（東北大学 生命科学研究科） 
東京湾旧海岸線残存干潟におけるベントス相の10年—2009年と2019年の比較 

 



14：00〜14：20  伊東徹雄（海をつくる会） 
アマモ場再生～生きもの こんな生きものが確認されている 

 

14：20〜14：40  馬渡和華・荒尾一樹・芝原達也・小山文子（習志野市谷津干潟自然観察センター）、

大原庄史（NPO法人生態教育センター）、風呂田 利夫（東邦大学） 
谷津干潟での市民参加型底生動物・魚類調査について 

 

14：40〜15：00  恩田幸昌（（公財）日本野鳥の会） 
東京港野鳥公園における干潟調査 

 

15：00〜15：10（休憩） 

 

15：10〜15：30  大原庄史（NPO法人 生態教育センター）、小松里子・高橋清子（葛西臨海公園鳥

類園ひがた・たんぼ倶楽部）、荒尾一樹（谷津干潟自然観察センター）、風呂田 利夫（東邦大学） 
都立葛西臨海公園鳥類園の魚類相 

 

15：30〜15：50  今井 学（浦安水辺の会・浦安三番瀬大切にする会） 
浦安三番瀬での市民活動について 
（要旨）市民団体 『浦安三番瀬を大切にする会』と『浦安水辺の会』の浦安三番瀬での活動について紹介いたしま

す。内容は、クリーンアップの様子から三番瀬での観察会などをへて市民調査に参加、水槽設置など２団体が行ってき

ている市民に三番瀬を知ってもらうためのイベントの様子などについてとなります。 

 

 

15：50〜16：20  山西良平（西宮市貝類館） 
こうやってんの！ 多様な主体の連携と協働による大阪湾生き物一斉調査 

 

16：20〜17：20  進行役：風呂田利夫（東邦大学）・野村英明（東京大学、東京湾海洋環境研究会事

務局長） 
総合討論「環境再生にデータを役立てるには」 

テーマ1：環境再生にデータを役立てる体制・枠組み 

テーマ2：具体的な作業として、様々なデータをどう扱い、誰が解析するのか 

 



17：20〜17：30  大越健嗣（東邦大学東京湾生態系研究センター、センター長） 
閉会の挨拶 

 
開催趣旨： 
 生き物の種組成や多寡はその場の生態系の基礎情報であり、その様相の変化は生態系の変遷を知り、環境の変化を

認知するために大切である。生物群集を長期的にモニターすることは重要だが、実際には、行政においても、大学・

研究機関においても、生き物のモニタリングは衰退の一途である。これは生き物モニタリングが国土保全に不可欠な

インフラであるという認識が、国をはじめ広く行き渡っていないことに要因が求められる。 

 一方、東京湾の海辺を見てみると、様々な生物（主に底生生物）の調査や学習活動が続けられている。その多くは

市民団体によるものである。市民団体が生き物調査を行う動機の主なものとしては、次に2点が挙げられるのではな

いだろうか。すなわち、「生き物、それ自体が好き」「子供たちに身近な生き物がいることをもっと知ってもらいた

い」であろう。そして後者にはある意味合いがあるのかもしれない。それは身近な生き物のことを知ることで、時間

のかかる環境再生を次世代に託すという、開発の一翼を担ってきた大人たちのある意味身勝手な期待である。そんな

ことも見え隠れしつつ、いづれにしても現場のデータが積み重ねらえているという事実にこそ着目しなければならな

い。 

 目的の有無にかかわらず、長期間とられてきた生き物データは自ずと語り始める時がくる。積み上げられたデータ

を生かすことで生態系の変化を知ることができる。市民活動でえられたデータの多くは、いたいないリストが基本で、

定量的ではないことが多い。また、生き物の採集方法がそれぞれ異なっていること、そして、ネックになるのはおそ

らく種分類の難しさであろう（もちろん、一目でわかる種もあるが、近年の遺伝子調査で同じ種が別の種になること

も多い）。そうすると科学論文にはなりにくいので日の目を見ずに埋もれてしまう。 

 それでは本当に活用できないのか？せっかくとった生き物のデータなのだから、環境再生の役に立つなら有効な使

い方はないだろうか。一つ一つのデータも、集まればいろいろなことがわかるはず。そこで今回はみんなのデータを

どう生かしたら東京湾を多くの生き物が暮らす海にできるのかを考えるために企画した。 


